










































　2020 年 11 月 30 日受付
    *  江戸川大学　社会学部現代社会学科教授　レジャー社会
学
   **  江戸川大学　メディアコミュニケーション学部マス・コ
ミュニケーション学科准教授　メディアコミュニケー
ション論
  ***  江戸川大学　社会学部現代社会学科教授　観光ホスピタ
リティ論





　　日時：2020 年 11 月 14 日（土）
















































































































































































































































































































表 1-1 運営主体別に見たオープンガーデンの特性 


































スト（2003 年 4 月当選，同 11 月に第 1 回，翌年
7 月に第 2 回，同 11 月に第 3 回，その翌年から
























は 3000 ビュー / 日，オープンガーデン開催前後












　核となるコミュニティ 趣味縁 地縁 観光交流
活動の主体性 意識的に取り組む 状況・呼掛けに応じて　参加する ある程度関心はある
キーパーソン オピニオン・リーダー 行政担当者 地域リーダー
交流対象 ガーデニング愛好者 観光客 住民
拡大対象 同一志向の仲間 広域内住民 近隣住民
ゴール 共感 地域活性化と地域プライド 協働





必要情報：余暇動機づけ それほど必要ない 必要に応じてすべき 大いに必要である
必要情報：ガーデニング詳細 大いに必要である 必要に応じて伝えるべき それほど必要ない
選択メディア インターネット／ web マスメディア 自治体広報
表 2　ながれやまガーデニングクラブ初期年表





2005 平成 17 年
 5 月14日 第 1 回深谷バスツアー ○
 5 月22日 花恋人設立総会
11月 3 日 ながれやま市民祭り：マップ販売 ○
11月14日 流山市長視察 ○
11月20日 鴨川市生活環境推進協議会視察 ○
12月 4 日 千葉県副知事来訪 ○
2006 平成 18 年
 4 月 5 日 小学館『駱駝』 ○
 4 月 8 日 日テレ『大人の館』放映 ○
 5 月 7 日 グリーンフェスティバル ○
 5 月14日 NHK『首都圏ニュース』 ○
 5 月15日 我孫子市の景観を育てる会 ○
 6 月26日 第 2 回バスツアー：小布施オープンガーデン見学 ○
 7 月 6 日 NHK『おはよう日本』 ○
 9 月26日 東京 mx『つくばエクスプレスタウンのロハスな暮らし』 ○
10月11日 会員企画 Garage Sale ○




は，3 ヶ月に 1 回の定例会，それに合わせて 1 月
に新年会，4 月にオープンガーデン打ち合わせ，
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表 3　初期の流山オープンガーデンの状況
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・ 15 年ほど前に 18 名で始めたオープンガーデン





・ 会員が 43 名のうちほぼ半分ぐらい，28 名が
オープンガーデンに参加している。オープン
表 6　恵庭のオープンガーデンの状況
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2003 年秋号（No. 26）で小布施，2004 年早春号
（No. 28）で長野県原村，2004 年夏号（No. 30）
で「オープンガーデンみやぎ」を取り上げてい
る。
（ 2 ） 『グリーン・エージ』ではこれまで，2006 年 6
月号（390 号：p. 2-29），2010 年 7 月号（439 号：





ン」（2002 年 1 月号：337 号）という文章も載せ
ている。
（ 3 ） 2011 年発行の『観光文化』207 では，「広がる
オープンガーデン活動」と題して，17 ページに
渡る特集が組まれている。
（ 4 ） 1996 年にマルモ出版が発刊した『マイガーデ
ン』（季刊）は，紙面でオープンガーデンの紹介
を始める（2000 年 15 号で小布施，16 号で岡山，
17 号で宮崎，18 号でいわき，19 号で浜松，20 号
で北海道，21 号で和歌山，22 号・23 号でオース
トラリア）。それに続いて 27 号（2003 年）から
は「オープンガーデンを訪ねて」，「My Garden 





（ 5 ） 2011 年 6 月 7 日に初代会長である国府田誠氏
に実施したインタビュー調査に基づく。
（ 6 ） 2014 年 2 月 18 日に小高静子氏に実施したイン
タビュー調査に基づく。











（ 9 ） http://obuse-conference.jp/（2020 年 1 月 22 日
取得）
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